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経営トップ

労働者

関係法令等

安全水準の向上
計画

評価

実施改善

Plan

Check

DoAct

基本要素
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93%の事業者が【安全確保】について
有効であると回答しています。

81.8%の事業者が【安全衛生水準】が
向上したと回答しています。

《運輸安全マネジメント》

《労働安全衛生マネジメントシステム》

どちらともいえない　7%

やや有効である
33%

非常に有効である
60%

変わらない・・・・・11.1%
わからない・・・・・・・ 2.4%
無回答 ・・・・・・・・・・・ 4.8%

向上した　64.3%

明らかに向上した　17.5%

※国土交通省ホームページより

※中災防ホームページより
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A　経営の責任者の責務 B　社内組織 C　輸送の安全に関する費用支出
D1　輸送の安全に関する情報の管理 E　安全情報の公表

Do
［実施］

 H 安全マネジメントの的確な実施
 I 輸送の安全に関する情報の伝達
  および共有
 J 事故および災害等に関する報告
  連絡体制
 D2  輸送の安全に関する研修等
 K リスクアセスメントの実施

Act
［改善］

 D4 輸送の安全に関する業務の改善

Plan
［計画］

 F 安全マネジメントに関する基本的
  な方針
 G 輸送の安全に関する目標、計画

Check
［評価］

 D3 輸送の安全に関するチェック

基本要素

輸送の安全確保に係るPDCAサイクル図
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・安全衛生管理の見直し
・従業員教育（講師：担当者）

・安全衛生計画の実施
・目標の進捗度確認

・安全衛生計画の内部チェック

・社長の導入宣言
・安全マネジメント担当者の選任
・安全マネジメントチェック担当者
の選任
・外部講習会への参加

・安全衛生計画の作成
・内部評価チェックシートの作成

ステップ 5

ステップ 1

ステップ 2

ステップ 4

ステップ 3
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YES

NO

NO

YES

ヒヤリハット情報の収集

リスクの特定

リスクの見積り （重大性 ＊ 可能性）

リスクの評価

許容可能なリスクレベル以下か 低減措置の検討

低減措置の試行

さらなる
低減措置実施が可能か

リスクアセスメント評価結果の記録

低減措置の周知・実施

リスクレベルの検討（実施 1ヵ年経過後）

完了

重大事故等の発生時の連絡体制（案）

運輸支局
00-000-0000

労働基準監督署
00-000-0000

所轄警察署

110番

本　社

社長

安全担当部長

新橋太郎： 00－000－0000

新橋次郎： 00－000－0000

安全担当課長 ： 00－000－0000
運行管理者  ： 00－000－0000
      （携帯）  000-0000-0000
同上補助者  ： 00－000－0000

営業所

事故当事者
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No 実施項目 実施時期 実施者 対象となる実施事項

Ⅰ 安全衛生計画 年一回 事業者

Ａ．経営の責任者の責務

Ｃ．輸送の安全に関する費用支出

Ｄ2．輸送の安全に関する研修等

Ｅ．安全情報の公表

Ｆ． 安全マネジメントに関する基本的な

方針

Ｇ．輸送の安全に関する目標、計画

Ｈ．安全マネジメントの的確な実施

Ⅱ 組織図 スタート時 社　長 Ｂ．社内組織

Ⅲ ヒヤリハット調査票 年間計画内 事業者
Ｉ．輸送の安全に関する情報の伝達およ

び共有

Ⅳ 内部チェックリスト
年一回及び重大事故

発生時
事業者

Ｄ3．輸送の安全に関するチェック

Ｄ4．輸送の安全に関する業務の改善

Ⅴ
リスクアセスメント

の実施記録

年間計画内のほか

に、新規設備導入時

及び作業方法変更時

事業者 Ｋ．リスクアセスメントの実施

事故

予防措置 是正措置

潜在的要因及びチェック結果

原因の特定

評　　　価

予防措置の決定

予防措置の実施

原因の特定及びチェック結果

再発防止対策の決定

再発防止対策の実施

検　　　証×
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● 安全衛生計画の達成状況
昨年の安全衛生計画について、以下の点
について達成できなかった。
・新規採用者の自動車事故が発生した。
（２件）
・ヒヤリハット活動の目標（2 事例 /人月）
　が未達成であった。

● 事故災害の発生状況
・自動車事故　　 有責 ４件（　１件）
　　　　　　　　無責 0 件（▼1件）
・労働災害　　　 休業 2 件（▼１件）
　　　　　　　　不休 3 件（　1件）

● 行政処分と是正措置
・処分年月日　　平成 20 年 3月13日
・処分内容　　　営業休車　30日
・違反事実　　　人身事故
・是正措置　　　スピード超過の厳禁
  　　　　　　　運行管理の徹底　　

●事故統計（平成 20年）
・総件数  1件
・種類別件数　
①転覆 0 件
②転落 0 件
③路外逸脱 0 件
④火災 0 件
⑤踏切 0 件
⑥衝突 0 件
⑦危険物等 0 件
⑧死傷 1件
⑨車内 0 件
⑩健康起因 0 件
⑪車両故障 0 件
⑫その他 0 件

汐留太郎運輸株式会社　安全衛生方針　　　　　　
　お客様に信頼いただける輸送の安全は、経営の根幹であり、従業員の安全と健康は企業活動に重要であることから、一人ひとりの協力を得て事故・災害のない明るい職場づくりに邁進

します。また、企業の社会的責任完遂のため、事業運営に伴う関係法令を遵守して、安全水準の向上に向けて継続的な活動を行います。

平成21年1月1日　　汐留太郎運輸㈱　代表取締役　汐留太郎

【目　標】

１．自動車事故件数（有責・無責）　０件　　　　　　　　　　２．労働災害件数　０件　　　　　　　　　　３．投資額　５，０００千円
前年の実績

重点施策 内   容 到達目標 実施担当者 
年　間　予　定

1 2 3 4 5 6 上半期 7 8 9 10 11 12 下半期

事故災害への取組

研修・教育

チェックの実施

健康の増進

年間行事
その他

①アルコールチェッカーの導入と日々管理 ・各営業所2台具備

②ヒヤリハット情報の収集 ・年2回実施

③リスクアセスメントの実施 ・ヒヤリハット情報の全数実施

④フォークリフト作業のリスクアセスメント ・構内作業手順書の全数実施

⑤Gマークの取得 ・年内の取得を目指す。

①運転適性診断の受診 ・対象者の100％実施

②運転者への添乗指導 ・指導項目の70％以上の達成

③新入・高齢・事故惹起者の教育 ・4月と10月に実施

①点呼及び点検整備のチェック ・2ヶ月に1回の立会実施

②マネジメント全般のチェック ・チェック項目の60％が○印

①過労運転の防止 ・労働時間293Ｈ/月

②定期及び特殊健康診断の実施 ・受診率１００％

①全国安全週間・全国労働衛生週間 ・安全パトロールの実施

②春秋の交通安全運動 ・SDカードの収得

③年末年始無災害運動 ・7/1～7/7  ,   10/1～10/7

④４S活動 ・月２回の清掃を厳守

 ◎           

  ●      ●    
            

            

   ▼         ◎

◎            

            
 ◎          ◎ 

○        ○    

     ◎       ◎

  ○          

   ◎      ◎   

       ◎   ◎  

   ○       ○  

            ◎

整備管理者

運行管理者

運行管理者

運行管理者

社　長

運行管理者

運行管理者
補助者

運行管理者

社　長

安全マネジメント
担当者

安全推進員

安全推進員

総務課長

運行管理者

運行管理者
補助者

安全推進員

汐留太郎運輸株式会社

2009 年

安全衛生計画（例）
汐留太郎運輸株式会社　安全衛生方針　　　　　　

　お客様に信頼いただける輸送の安全は、経営の根幹であり、従業員の安全と健康は企業活動に重要であることから、一人ひとりの協力を得て事故・災害のない明るい職場づくりに邁進

します。また、企業の社会的責任完遂のため、事業運営に伴う関係法令を遵守して、安全水準の向上に向けて継続的な活動を行います。

平成21年1月1日　　汐留太郎運輸㈱　代表取締役　汐留太郎

【目　標】

１．自動車事故件数（有責・無責）　０件　　　　　　　　　　２．労働災害件数　０件　　　　　　　　　　３．投資額　５，０００千円　　　　　　　　　　

汐留太郎運輸株式会社　安全衛生方針　　　　　　
　お客様に信頼いただける輸送の安全は、経営の根幹であり、従業員の安全と健康は企業活動に重要であることから、一人ひとりの協力を得て事故・災害のない明るい職場づくりに邁進

します。また、企業の社会的責任完遂のため、事業運営に伴う関係法令を遵守して、安全水準の向上に向けて継続的な活動を行います。

平成21年1月1日　　汐留太郎運輸㈱　代表取締役　汐留太郎

【目　標】

１．自動車事故件数（有責・無責）　０件　　　　　　　　　　２．労働災害件数　０件　　　　　　　　　　３．投資額　５，０００千円　　　　　　　　　　
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● 安全衛生計画の達成状況
昨年の安全衛生計画について、以下の点
について達成できなかった。
・新規採用者の自動車事故が発生した。
（２件）
・ヒヤリハット活動の目標（2 事例 /人月）
　が未達成であった。

● 事故災害の発生状況
・自動車事故　　 有責 ４件（　１件）
　　　　　　　　無責 0 件（▼1件）
・労働災害　　　 休業 2 件（▼１件）
　　　　　　　　不休 3 件（　1件）

● 行政処分と是正措置
・処分年月日　　平成 20 年 3月13日
・処分内容　　　営業休車　30日
・違反事実　　　人身事故
・是正措置　　　スピード超過の厳禁
  　　　　　　　運行管理の徹底　　

●事故統計（平成 20年）
・総件数  1件
・種類別件数　
①転覆 0 件
②転落 0 件
③路外逸脱 0 件
④火災 0 件
⑤踏切 0 件
⑥衝突 0 件
⑦危険物等 0 件
⑧死傷 1件
⑨車内 0 件
⑩健康起因 0 件
⑪車両故障 0 件
⑫その他 0 件

前年の実績

重点施策 内   容 到達目標 実施担当者 
年　間　予　定

1 2 3 4 5 6 上半期 7 8 9 10 11 12 下半期

事故災害への取組

研修・教育

チェックの実施

健康の増進

年間行事
その他

①アルコールチェッカーの導入と日々管理 ・各営業所2台具備

②ヒヤリハット情報の収集 ・年2回実施

③リスクアセスメントの実施 ・ヒヤリハット情報の全数実施

④フォークリフト作業のリスクアセスメント ・構内作業手順書の全数実施

⑤Gマークの取得 ・年内の取得を目指す。

①運転適性診断の受診 ・対象者の100％実施

②運転者への添乗指導 ・指導項目の70％以上の達成

③新入・高齢・事故惹起者の教育 ・4月と10月に実施

①点呼及び点検整備のチェック ・2ヶ月に1回の立会実施

②マネジメント全般のチェック ・チェック項目の60％が○印

①過労運転の防止 ・労働時間293Ｈ/月

②定期及び特殊健康診断の実施 ・受診率１００％

①全国安全週間・全国労働衛生週間 ・安全パトロールの実施

②春秋の交通安全運動 ・SDカードの収得

③年末年始無災害運動 ・7/1～7/7  ,   10/1～10/7

④４S活動 ・月２回の清掃を厳守

 ◎           

  ●      ●    
            

            

   ▼         ◎

◎            

            
 ◎          ◎ 

○        ○    

     ◎       ◎

  ○          

   ◎      ◎   

       ◎   ◎  

   ○       ○  

            ◎

整備管理者

運行管理者

運行管理者

運行管理者

社　長

運行管理者

運行管理者
補助者

運行管理者

社　長

安全マネジメント
担当者

安全推進員

安全推進員

総務課長

運行管理者

運行管理者
補助者

安全推進員
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組織図（例）

安全衛生管理体制 運行管理体制 安全マネジメント体制 

産業医

安全管理者

衛生管理者

安全衛生委員会

社長

役員

課所長

係長

一般社員

自動車　35両
従業員数計　50名

統括運行管理者

運行管理者

運行管理者
補助者 

整備管理者

整備管理者
補助者

マネジメント責任者

主任マネジメント管理者

マネジメント担当者

営業所単位台数 29台以下 30台～ 59台 60台～ 89台 90台～ 99台

統括運行管理者 ◎ ◎ ◎

運行管理者 ◎ ◎（２名） ◎（３名） ◎（４名）

運行管理者補助者 ○ ○ ○ ○

整備管理者 ◎ ◎ ◎ ◎

整備管理者補助者 ○ ○ ○ ○

事業場規模人員 １０人未満 10人～ 49人 50人～ 99人

産業医 ◎

安全管理者 ◎

衛生管理者 ◎

安全推進者 ◎

安全衛生委員会 ◎

事業場規模人員 １０人未満 10人～ 49人 50人～ 99人

マンネジメント責任者 ○ ○

主任マネジメント管理者 ○

マネジメント担当者 ○ ○ ○

当方

ヒヤリハット調査票（例）
管理番号No.

平成２１年　２月１８日

運転中に危険を感知したら、該当する□欄にチェック（レ）してください。

Ａ．ヒヤリハットしたときの状況図とその解説

Ｂ．このヒヤリハットをなくすためにどんな
　  対策が考えられますか。

Ｃ．なぜ事故を回避して、ヒヤリハット
　  ですんだと思いますか。

状況の図

 危険感知時刻 □午前　□午後　　　　　　２　時　　　　３０　分
 そのときの天候 □晴　　　　□曇　　　　　□雨　　　　　□雪　　　　　□霧
 道路種別 □高速　　　□一般幹線　　□裏道
 道路形態 □有信号交差点内□無信号交差点内　□交差点付近　□直線路
  □カーブ路　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
 道路渋滞 □渋滞していた　□渋滞していなかった
 走行状態 □発進　　　□走行　　　　□徐行　　　　□減速　　　　□停車
 走行方向 □前進　　　□右折　　　　□左折　　　　□後退　　　　□車線変更

解　説

①反対車線に宅配車が、駐車していた。
②対向車（４ｔ車）が停車せずに当方車線を走行
　してきた。
③当方は急ブレーキを駆けて、衝突をまぬがれ
　た。

・急停車したからです。①!相手方の動きに注視する。特にスピードの増減を
②対向車に当方の存在を確認するために、パッシン
　グ又は警笛等を行う。
③いつでも停車できるスピードに減速する。
④極力、裏道等の細い道は利用しない。

（国土交通省HPより）

駐車

営業所単位台数営業所単位台数 29台以下29台以下 30台～ 59台30台～ 59台 60台～ 89台60台～ 89台60台～ 89台 90台～ 99台90台～ 99台

統括運行管理者統括運行管理者 ◎ ◎ ◎

運行管理者運行管理者 ◎ ◎（２名）◎（２名） ◎（３名）◎（３名） ◎（４名）◎（４名）

運行管理者補助者運行管理者補助者 ○ ○ ○ ○

整備管理者整備管理者 ◎ ◎ ◎ ◎

整備管理者補助者整備管理者補助者 ○ ○ ○ ○

事業場規模人員事業場規模人員 １０人未満 10人～ 49人10人～ 49人 50人～ 99人50人～ 99人

産業医産業医 ◎

安全管理者安全管理者 ◎

衛生管理者衛生管理者 ◎

安全推進者安全推進者 ◎

安全衛生委員会安全衛生委員会 ◎

事業場規模人員事業場規模人員 １０人未満１０人未満 10人～ 49人10人～ 49人 50人～ 99人50人～ 99人

マンネジメント責任者マンネジメント責任者 ○ ○

主任マネジメント管理者主任マネジメント管理者 ○

マネジメント担当者マネジメント担当者 ○ ○ ○
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内部チェックリスト（例）
実施月日 平成２１年　２月１６日 実施課所 自動車輸送課

社　長 マネジメント 主任マネジメント 作成者 責任者 管理者
実施課所

対
応
者

課長　新橋一郎

係長　新橋二朗

番号 項目 チェック内容監査  所　　　  見 評定
   （客観的事実・他）

１

２

３

４

5

安全方針と周知

目標の設定

計画の作成

情報の伝達と共有

事故、災害時の
報告連絡体制

・安全方針が策定されている。

・安全方針には、社長の強いリーダーシップ

がはいっている。

・安全方針には、関係法令等の遵守と安全

最優先の原則が明記されている。

・安全方針が従業員に周知する方法があり、

周知されていることが確認できる。

・目標は容易に確認しやすく、数値を盛り込

んだ具体的な目標である。

・目標は事後検証が可能で、翌年以降の計

画に反映できるものである。

・運転者等の意見を踏まえた効果が期待で

き、安全意識の向上に通じる。

・安全の確保に関する投資額が明示されて

いる。

・前年の実施状況を踏まえたものである。

・２項の「目標の設定」事項が、明記されて

いる。

・安全及び衛生に対する教育・研修の実施

計画が明記されている。

・安全及び衛生に関する委員会の開催が明

記されている。

・安全及び衛生に関する各種行事が明記さ

れている。

・ヒヤリハット情報に関する報告会又は、検

討会の実施計画を明記している。

・社長と運行管理者、選任運転者等と定期

的な意見交換がなされ、その記録がある。

・定期的に安全管理委員会又は安全衛生委

員会が開催されており、その議事録がある。

・社長は定期的に職場パトロールを行っている。

・経営管理部門と現業実施部門と、双方向

のコミュニケーションが確保されている。

・社長に直結した伝達ルートがあり、伝達し

た者へのマイナス評価を行わない環境が整

っている。

・運転者との個人面談を実施している。

・報告連絡組織図が作成されている。

・組織図に基づいて伝達訓練が実施され、

記録が残っている。

・組織図には担当者名、電話番号が明記さ

れている。

・組織図は事故、災害等の当事者が直ちに

第一報を報告し、受けた者が、社長又は必

要な部署等に伝達する体制であること。

・自動車事故報告規則により、国土交通大

臣への報告又は届出体制としている。

安全衛生計画書がある。

計画書に自筆のサインが確認

された。

「経営の根幹」「法令の遵守」

の語句がある。

朝礼等で、方針を唱和してい

る。

一部数値設定がない項目が

ある。

○

○

○

○

△

番号 項目 チェック内容監査  所　　　  見 評定
   （客観的事実・他）

6

7

8

9

10

11

教育・研修

 

チェック

改善措置

ＰＤＣＡ
サイクル

ヒヤリハットの情報

リスクアセスメント
の実施

・安全マネジメント担当者に対する研修を行

っている。

・初任運転者、事故惹起運転者、高齢運転

者への適性診断を実施している。

・初任運転者教育、事故惹起運転者教育に

おいて、所定時間（6時間）及び指定項目の

教育が実施されている。

・教育及び研修は、知識普及型を主体として、

問題解決、グループ討議等の参加体験型

研修を付加する。

・点呼等を通じて、意思疎通を図るとともに

運転者の特性・運行実態等の安全指導を

行っている。

・安全マネジメントの実施状況を、年１回チェ

ックしている。

・重大な事故、災害等が発生場合又は同種

の事故、災害が繰返し発生した場合にも、

安全マネジメントのチェックを実施している。

・チェックの方法について手順或は規定があ

る。

・安全マネジメント実施状況の把握では、全

従業員の意見が集約でき、会社全体でチェ

ックを実施する体制である。

・「７．チェック」の結果に基づいて、是正措

置又は予防措置が講じられている。

・重大な事故を起こした場合には、更に高度

な安全対策を講じている。

・安全マネジメントでのＰＤＣＡサイクルが適

確に実施され、安全性の向上に結びついて

いる。

・情報収集の書式がある。

・情報収集が実施されている。

・分類表がある。

・ヒヤリハットデータを分類別に区分けして

いる。

・ヒヤリハット情報が共有されている。

・遣り方を定めている。

・判定基準を定めている。

・低減措置を従業員に周知してある。

・低減措置の実施した記録がある。

・低減措置実施後の、残留リスクを周知して

いる。



22 23

管理番号 　　ヒヤリハット状況説明 事故の種類
  

低減措置
現　状 低減措置実施後

重大性（第三者も同様基準）A及びB

ケガの程度 評価点 内容 発生の可能性 評価点 事故多発の時間帯 頻度 評価点 内容

ケガの可能性C 危険現象の発生する頻度D

［見積り時の判定基準表］

リスクアセスメント実施記録　（例）

評価点の合計E＝A＋B＋C＋D

○○－○

○○－□

○○－△

衝突

衝突

死傷

致命傷

重症

軽傷

微傷

無傷

１０点

６点

３点

１点

０点

死亡又は永久的に日常生活不全・労働不能に繋
がるケガ

重症（入通院及び休業1ｹ月以上）及び後遺症が
残るケガ

完治可能なケガで、入通院及び休業が1ヶ月未満
のケガ

手当て後直ちに帰宅可能か、元の作業に復帰で
きるケガ

ケガの無い状態

重大な問題がある

問題がある

多少問題がある

ほとんど問題がない

直ちに中止又は、改善する。リスク低
減措置を直ちに行う。

低減措置を速やかに行う

低減措置を計画的に行う

費用対効果を考慮して行う

04時～06時／08時～12時

00時～04時／06時～08時
12時～16時／18時～20時

16時～18時／20時～24時

チーム全員が同様のヒヤリハットを体
験した。

チームの半数が同様の体験がある

チームの１０％以下の人が、同様の体
験がある

可能性が高い

可能性がある

可能性が少ない

頻繁

時々

滅多にない

６点

３点

1点

４点

２点

１点

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

２０～3０

１２～１９

７～１１

２～６

３

６

６

3

1

10

6

６

3

２

２

2

１

１

３

１

０

３

３

６

３

１

１

１

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

・裏道等の細い道で駐車などの妨害物があると、対向車
の挙動を十分確認しないまま、対向車線にはみ出す車両
が多い。

・右折車両と反対直進車両との間合いの取り方は、運転者
によって個人差が大きい。タイミングがずれるとヒヤリハッ
トを起こす。

・疲労や眠気は、前夜の睡眠不足のほか、渋滞時での運転、
高速道路での連続運転時などでいっそう強まる。

・裏道は通行しないように
する。

・安全運転呼称を励行し、
ゆとりを持って右折する。

・ふらつき警報装置の取付
け

輸送モード：□路線　　□区域　　□集配　　□付帯　　□その他

実施日　　　平成　　年　　月　　日　　　実施者名 名参加者数

社　長　 課　長　　　担　当

第三者の 当事者の 可能性 頻度 リスクレベル 重大性 重大性
第三者の 当事者の 可能性 頻度 リスクレベル 重大性 重大性

リスクレベル 評価点の合計 判定基準 措置基準頻度 評価点 

滅多にない

可能性 頻度 リスクレベル
管理番号 　　ヒヤリハット状況説明 事故の種類
  

低減措置
現　状 低減措置実施後

重大性（第三者も同様基準）A及びB

ケガの程度 評価点 内容 発生の可能性 評価点 事故多発の時間帯 頻度 評価点 内容

ケガの可能性C 危険現象の発生する頻度D

［見積り時の判定基準表］

リスクアセスメント実施記録　（例）

評価点の合計E＝A＋B＋C＋D

○○－○

○○－□

○○－△

衝突

衝突

死傷

致命傷

重症

軽傷

微傷

無傷

１０点

６点

３点

１点

０点

死亡又は永久的に日常生活不全・労働不能に繋
がるケガ

重症（入通院及び休業1ｹ月以上）及び後遺症が
残るケガ

完治可能なケガで、入通院及び休業が1ヶ月未満
のケガ

手当て後直ちに帰宅可能か、元の作業に復帰で
きるケガ

ケガの無い状態

重大な問題がある

問題がある

多少問題がある

ほとんど問題がない

直ちに中止又は、改善する。リスク低
減措置を直ちに行う。

低減措置を速やかに行う

低減措置を計画的に行う

費用対効果を考慮して行う

04時～06時／08時～12時

00時～04時／06時～08時
12時～16時／18時～20時

16時～18時／20時～24時

チーム全員が同様のヒヤリハットを体
験した。

チームの半数が同様の体験がある

チームの１０％以下の人が、同様の体
験がある

可能性が高い

可能性がある

可能性が少ない

頻繁

時々

滅多にない

６点

３点

1点

４点

２点

１点

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

２０～3０

１２～１９

７～１１

２～６

３

６

６

3

1

10

6

６

3

２

２

2

１

１

３

１

０

３

３

６

３

１

１

１

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

・裏道等の細い道で駐車などの妨害物があると、対向車
の挙動を十分確認しないまま、対向車線にはみ出す車両
が多い。

・右折車両と反対直進車両との間合いの取り方は、運転者
によって個人差が大きい。タイミングがずれるとヒヤリハッ
トを起こす。

・疲労や眠気は、前夜の睡眠不足のほか、渋滞時での運転、
高速道路での連続運転時などでいっそう強まる。

・裏道は通行しないように
する。

・安全運転呼称を励行し、
ゆとりを持って右折する。

・ふらつき警報装置の取付
け

輸送モード：□路線　　□区域　　□集配　　□付帯　　□その他

実施日　　　平成　　年　　月　　日　　　実施者名 名参加者数

社　長　 課　長　　　担　当

第三者の 当事者の 可能性 頻度 リスクレベル 重大性 重大性
第三者の 当事者の 可能性 頻度 リスクレベル 重大性 重大性

リスクレベル 評価点の合計 判定基準 措置基準



帳票見本（以下の帳票をコピーしてご利用ください）

●
 安
全
衛
生
計
画
の
達
成
状
況

昨
年
の
安
全
衛
生
計
画
に
つ
い
て
、
以
下
の
点

に
つ
い
て
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

●
 事
故
災
害
の
発
生
状
況

・
自
動
車
事
故
　
　
 有
責
 
　
件
（
  
　
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
無
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）

・
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業
 
　
件
（
  
　
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
不
休
 
　
件
（
  
　
件
）

●
 行
政
処
分
と
是
正
措
置

・
処
分
年
月
日

・
処
分
内
容

・
違
反
事
実

・
是
正
措
置

　
　

●
事
故
統
計
（
平
成
　
　
年
）

・
総
件
数
 

 件
・
種
類
別
件
数
　

①
転
覆
 

件
②
転
落
 

件
③
路
外
逸
脱
 

件
④
火
災
 

件
⑤
踏
切
 

件
⑥
衝
突
 

件
⑦
危
険
物
等
 

件
⑧
死
傷
 

件
⑨
車
内
 

件
⑩
健
康
起
因
 

件
⑪
車
両
故
障
 

件
⑫
そ
の
他
 

件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
衛
生
方
針
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
目
　
標
】

前
年
の
実
績

重
点
施
策
 

内
   
容
 

到
達
目
標
 

実
施
担
当
者
 

年
　
間
　
予
　
定

1 
2 
3 
4 
5 
6 
上
半
期
 
7 
8 
9 
10
 
11
 
12
 
下
半
期

事
故
災
害
へ
の
取
組

研
修
・
教
育

チ
ェ
ッ
ク
の
実
施

健
康
の
増
進

年
間
行
事

そ
の
他

①
 

・

②
 

・

③
 

・

④
 

・

⑤
 

・

①
 

・

②
 

・

③
 

・

①
 

・

②
 

・

①
 

・

②
 

・

①
 

・

②
 

・

③
 

・

④
 

・

　
　
年

安
全
衛
生
計
画

ヒヤリハット調査票
管理番号No.

平成　　年　　月　　日

運転中に危険を感知したら、該当する□欄にチェック（レ）してください。

Ａ．ヒヤリハットしたときの状況図とその解説

Ｂ．このヒヤリハットをなくすためにどんな
　  対策が考えられますか。

Ｃ．なぜ事故を回避して、ヒヤリハット
　  ですんだと思いますか。

状況の図

 危険感知時刻 □午前　□午後　　　　　　　　時　　　　　　　分
 そのときの天候 □晴　　　　□曇　　　　　□雨　　　　　□雪　　　　　□霧
 道路種別 □高速　　　□一般幹線　　□裏道
 道路形態 □有信号交差点内□無信号交差点内　□交差点付近　□直線路
  □カーブ路　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
 道路渋滞 □渋滞していた　□渋滞していなかった
 走行状態 □発進　　　□走行　　　　□徐行　　　　□減速　　　　□停車
 走行方向 □前進　　　□右折　　　　□左折　　　　□後退　　　　□車線変更

解　説



帳票見本（以下の帳票をコピーしてご利用ください）

内部チェックリスト
実施月日 平成　　年　　月　　日 実施課所

社　長 マネジメント 主任マネジメント 作成者 責任者 管理者
実施課所

対
応
者

番号 項目 チェック内容  所　　　  見 評定
   （客観的事実・他）

番号 項目 チェック内容  所　　　  見 評定
   （客観的事実・他）



帳票見本（以下の帳票をコピーしてご利用ください）

官  公  庁  名
関 係 団 体 名

案件名称
アドレス

国土交通省
ホームページ
http://www.mlit.go.jp/

国土交通省
自動車総合安全情報

運輸安全マネジメント
http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/03management/index.html

国土交通省
運輸安全

運輸安全マネジメント評価等
http://www.mlit.go.jp/unyuanzen/index.html

全日本トラック協会
ホームページ
http://www.jta.or.jp/

厚生労働省
ホームページ
http://www.mhlw.go.jp/

厚生労働省
労働情報

リスクアセスメントについて
http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei14/index.htm

陸上貨物運送事業
労働災害防止協会

ホームページ
http://www.rikusai.or.jp/

管
理
番
号
 

　
　
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
状
況
説
明
 

事
故
の
種
類

 
 

低
減
措
置

現
　
状

低
減
措
置
実
施
後

重
大
性
（
第
三
者
も
同
様
基
準
）
A
及
び
B

ケ
ガ
の
程
度
 
評
価
点
 

内
容

発
生
の
可
能
性
 
評
価
点
 

事
故
多
発
の
時
間
帯

頻
度
 

評
価
点
 

内
容

ケ
ガ
の
可
能
性
C

危
険
現
象
の
発
生
す
る
頻
度
D

［
見
積
り
時
の
判
定
基
準
表
］

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
記
録

評
価
点
の
合
計
E
＝
A
＋
B
＋
C
＋
D

輸
送
モ
ー
ド
：
□
路
線
　
　
□
区
域
　
　
□
集
配
　
　
□
付
帯
　
　
□
そ
の
他

実
施
日
　
　
　
平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　
　
実
施
者
名

名
参
加
者
数

社
　
長
　
 課
　
長
　
　
　
担
　
当

第
三
者
の
 
当
事
者
の
 
可
能
性
 

頻
度
 

リ
ス
ク
レ
ベ
ル

 重
大
性
 

重
大
性

第
三
者
の
 
当
事
者
の
 
可
能
性
 

頻
度
 

リ
ス
ク
レ
ベ
ル

 重
大
性
 

重
大
性

リ
ス
ク
レ
ベ
ル
 
評
価
点
の
合
計
 

判
定
基
準
 

措
置
基
準

官  公  庁  名
関 係 団 体 名

案件名称案件名称
アドレスアドレス

国土交通省国土交通省
ホームページ
http://www.mlit.go.jp/http://www.mlit.go.jp/http://www.mlit.go.jp/http://www.mlit.go.jp/http://www.mlit.go.jp/http://www.mlit.go.jp/http://www.mlit.go.jp/

国土交通省国土交通省
自動車総合安全情報自動車総合安全情報

運輸安全マネジメント運輸安全マネジメント
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